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中学校は社会に出る練習をするところ！  
 左の写真は教室の前面にある掲示物です。ここにあ

る通り中学校はまさに「社会に出る練習をするところ」

です。 

 社会に出たときに大事なのは何か。私が出会った高

校の先生方、企業の採用担当者が口をそろえておっし

ゃるのは二つです。一つは、相手の目を見てきちんと

挨拶ができるということ。もう一つは、時間を守る。

ということです。 

 今年１年間の大きな目標の一つに「挨拶ができる福

間東中生徒」という目標を掲げています。「挨拶」の「挨」も「拶」も「押し開く、せまる」と

いう意味があります。お互いの心を開き、交流しましょう、というのが挨拶の意味です。気持

ちのよい挨拶が校内で、そして、地域で交わされるようになることを願っています。また、そ

れができるのが福間東中学校の皆さんだと信じています。 

 

福間東中学校のよさ③ 

 ③ 集会に臨む３ 年生の姿 

  先日（１３日）３年生の学年集会を参観しました。５月１６日の体育祭に向けてリー

ダー選出のための集会でした。「リーダーの条件」について話をされる秋元先生に注目し、

一生懸命に話を聞いている３年生の姿が印象的でした。秋元先生が示されたリーダーの条

件は次の５点です。 
   １ ：何事にも一生懸命になれる人           

   ２ ：誰よりも一番頑張ることのできる人 

   ３ ：自分のことよりも仲間のために行動できる人 

   ４ ：前向きにチャレンジできる人 

   ５ ：優しく、思いやりがあり、感謝できる人 

  
 このような条件を備えた人がリーダーとして下級生を指導する。想像しただけでもワク

ワクしてきます。３年生の諸君は「ここに書いてあるようなリーダーになりたい！ 」と強く

思うことが大事なんです。思わないことには

実現しません。 

 今後、ここに書いてあるようなリーダーを

目指して３年生が取り組んでいきます。 

１、２年生は良き伝統を受け継いでください。 

 
（右の写真は秋元先生の話を真剣に聞く３年生です） 
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